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　この「仮想の爆心」機能により、広島以外の場所に
いるユーザでも、アーカイブ群の内容と、ユーザの身
近な場所がもつスケールを重ね合わせて把握できる。

5. おわりに
　これまでに制作した実装例はインターネット上で公
開されており、累計で 70 万件以上のアクセスを集め
た。また、第 14 回文化庁メディア芸術祭など、複数
の展覧会で実展示をおこない、多数の鑑賞者に触れて
もらう機会を得た。以下にユーザの感想の例を示す。

被爆者の方のお名前や顔写真、被害を受けた主な
施設の写真が、その被爆場所や所在地ごとに表示
されており、またクリックすると体験談が表示さ
れたり、地図を上空からあるいは斜めからなど多
角的に見ることができるので、被害を受けた範囲
などがリアルにわかる仕組みになっている。

　著者らは、アクセスログ、インターネット上のユー
ザの感想、そして実展示における鑑賞者の行動を比較
分析した結果、考案した VR インターフェイス手法は
妥当であると考えている。詳細については論文（9）を参
照されたい。
　2012 年度は、VR-AR インターフェイスの実証実験を
長崎原爆と沖縄戦を対象におこなう。VR インターフェ
イスを「事前学習」に、AR インターフェイスを「現地
踏査」にそれぞれ用いた、平和教育ツールとしての展
開が予定されている。今後も実装例の制作や実用展開
を図りながら、デザイン手法の精度を高めていきたい。
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図7　「仮想の爆心」表示
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1. はじめに
　欧米の図書館界でアドヴォカシー（advocacy）とい
う言葉が頻繁に聞かれるようになって久しい（CA1646
参照）。国際図書館連盟（International	Federation	of	
Library	Associations	and	Institutions：IFLA）の「戦
略計画 2010-2015」（1）においてもその重要性が強調さ
れており、各国の代表的な図書館団体のウェブサイト
でもアドヴォカシーが主要な項目として取り上げられ
ている（2）。本稿では、その代表的な事例として 2010
年度以降の英国の緊縮財政に対する図書館界の動向に
ついて、アドヴォカシーという観点からその概略を述
べる。

2. アドヴォカシーとは
　アドヴォカシーとは、特定の立場や主義に対する
支持や擁護を意味する単語である。元来は社会的弱
者の権利擁護運動の意味で使用されてきたが、図書
館の世界では一般的に、図書館の果たす役割や現状
について財政当局者や立法者、地域の人間に説明ない
しアピールし、社会一般の認識を高めるとともに、必
要な支援や支持を取り付けるために行う一連の活動を
意味している。支援や支持を取り付けて最終的に何を
達成するのか明確な目標を設定し、他者の行動を促す
ことで支援者を巻き込みながら行う点が、単なる広報
活動とは異なる点である。また、いわゆるロビー活
動と同じようにも聞こえるが、マッケラシャー（Sue	
McKerracher）氏の解説（3）によれば、ロビー活動が期
限を定めた活動であるのに対し、アドヴォカシーは継
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続的な活動であるという点で両者は異なり、後者は前
者を優位に進めるための強力な基盤を作り出すとい
う。アドヴォカシーが議員などへの陳情活動だけでな
く草の根運動をも包含するという点でも、より広範な
意味を持つ概念であると言える。

3. 英国における図書館アドヴォカシー
　英国では 2010 年 5 月に 13 年ぶりに政権が交代し、
政府は財政赤字解消を目的として 2011 ～ 2014 年度を
対象とした大規模な緊縮財政を打ち出した。地方自治
体への補助金の 28%削減などを含む歳出の見直しは
公共図書館にも大きな影響を与え、複数の自治体で図
書館が閉鎖の危機に直面している（E1139 参照）。英
国の図書館における代表的な専門家団体である図書
館・情報専門家協会（Chartered	Institute	of	Library	
and	Information	Professionals：CILIP）の見立てでは、

（イングランドの公共図書館全体のおよそ 17%にあた
る（4））約 600 館に（5）、マクラーレン（Leah	McLaren）
氏によれば英国全体の 18%にあたる 800 館に（6）、予
算の全廃等による閉鎖の可能性があり、司法の場で
その適法性が審査されるような事例も出てきている

（E1249 参照）。また、閉鎖を免れた図書館でも職員の
削減や開館時間の短縮などの影響を受けており（7）、そ
のような大規模な困難に直面した英国の図書館界では
様々なアドヴォカシーが展開されてきた。
　2010 年 9 月には図書館員の有志による “Voices	 for	
the	Library” 活動がスタートし、ウェブサイト上で公
共図書館の価値を実感した時の体験談を共有し、多
くの利用者からの声を集めてきた（8）。この活動は、
Twitter や Facebook などを通じて利用者目線で図書
館への社会的関心を引き付けたとして、CILIP が公式
に支持を表明している（9）。
　一方で CILIP 自体も精力的にアドヴォカシーを推
し進めている。CILIP は、2011 年 2 月 5 日を “Save	
Our	Libraries	Day” と定めて、その日に公共図書館を
利用することや図書館を好きな理由を Twitter でツ
イートすることを広く呼び掛け、当日には国内各地で
80 以上のイベントが開催された（10）。同日付で CILIP
は英国における公共図書館サービスの立場について
声明（11）を発表し、公共図書館サービスの重要性と利
用者からの図書館への支持を強調したうえで、文化・
メディア・スポーツ大臣が不相応な削減を提言され
ている地域や「1964 年公共図書館・博物館法」の規
定を満たせなくなる地域への介入等を行うべきとし、
CILIP が引き続き必要なアドヴォカシーに取り組んで
いくことを宣言した。
　2011 年 5 月には図書館と図書館員のための全国的
な祝典として作家のギボン（Alan	Gibbons）氏から

創設が提案されていた “National	Libraries	Day” が 15
以上の関係団体の協力によって取り決められた。2012
年は 2 月 4 日がその日に定められ、当日は多くの図書
館が開館時間を延ばし、人々の関心を引き付けるイ
ベントを行って大々的なキャンペーンを展開してい
る（12）。作家のトークイベントや、子ども向けのワー
クショップ、図書の販売のほか、なかにはその日に
限り資料の延滞料を免除したり、その日に合わせて
新しい学習センターをオープンさせたりする図書館
もあるなど、200 を超す多様なイベントが実施され
た。2012 年 4 月現在でも、“National	Libraries	Day”
の Twitter の公式アカウントでは 1,800 以上のフォロ
ワーが存在し、Facebook の公式アカウントでは 900
以上の「いいね！」が付けられており、頻繁にコメン
トが投稿されている（13）。
　このような図書館界の動きは業界の垣根を越えて波
及を見せており、出版業界の専門誌でニュースサイト
も提供する Bookseller は、2011 年 1 月から Facebook
上で “Fight	For	Libraries” というキャンペーンを展
開し、個人や団体を含む 1,500 以上の支持を取り付け
てオンラインで活発な情報・意見交換を行っている（14）。
また、全国女性協会連盟（National	Federation	of	
Women's	 Institutes）も 2011 年 6 月の年次総会以降
“Love	Your	Libraries” キャンペーンを展開し、2012
年 3 月 13 日のロビー活動では 70,000 件を超える署名
を首相官邸に提出した（15）。
　これら一連のアドヴォカシーの成果は確実に出て
きている。2011 年 2 月 28 日には文化・メディア・ス
ポーツ大臣のベイジー（Ed	Vaizey）氏が、図書館の
ボランティアは専門職に取って代わるものではないと
コメントするとともに、「1964 年公共図書館・博物館
法」に明記された包括的で効率的な図書館サービスの
提供義務に関する規定を廃止しないという点を明言し
た（16）。同年 11 月には、CILIP をはじめとする図書館
関係者が折に触れて実施を求めてきた図書館閉鎖に関
する全国的な調査が、議会下院の文化・メディア・ス
ポーツ特別委員会で実施されることになり、包括的で
効率的な図書館サービスの現代におけるあり方や、図
書館閉鎖が地域社会に及ぼす影響等に関する意見募
集には全国から 132 件の意見が提出された（E1269 参
照）。さらに既述の図書館閉鎖の適法性に関する司法
審査の結果、サマセット（17）やグロースターシャー（18）

などの自治体で図書館への予算措置が復活したり、削
減計画の見直しがなされたりしている。ティーズサイ
ドでは閉鎖の危機にあったグレートエイトン図書館を
救うための増税に住民の 85%以上が賛成し、新たな
経営計画が策定されることになった（19）。最大の成果
は、それら個別の成果を通じて人々がどれだけ図書館
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に関心を抱いているかということを実証して見せたと
いう点だと言える。

4. おわりに
　英国の事例では、専門家団体である CILIP を始め
とする図書館界が主体となってアドヴォカシーを推し
進め、それに呼応する形で多くの支援者や関係団体が
多様な活動を実施している点が印象的であった。その
ようなアドヴォカシーの波及、拡大に重要な役割を果
たしているのが Twitter や Facebook などのソーシャ
ルメディアであると言える。Facebook 上での呼びか
けに応じて閉鎖予定だった図書館の支援者が蔵書をす
べて借り出したり（20）、一人の Twitter 上のツイート
が図書館支援の大きな動きになるなど（21）、アドヴォ
カシーを推進するうえでのツールとしての有効性は明
らかである。各イベントについても特にとりまとめを
行うわけではなく、ソーシャルメディアを活用して各
自が自由に発信、編集できるようにすることで、参加
へのハードルを下げているように見受けられた。
　我が国の図書館界でもアドヴォカシーと呼べるよう
な活動は行われてきた。4 月 30 日は図書館記念日と
されているが、これも元をたどれば 1970 年に図書館
法廃止の可能性も含んだ社会教育法の抜本的改正の動
きが見られたことから、日本図書館協会（JLA）が図
書館法堅持の姿勢を示すために 1971 年に定めたもの
である（22）。最近では、2004 年 5 月 29 日に、文部科学
省と JLA が図書館設置自治体を増やすことを目的と
して、「図書館をもっと身近に暮らしの中に」をテー
マに「ディスカバー図書館 2004」という振興イベン
トを実施している（23）。俳優やアナウンサーを交えた
パネルディスカッションを含む当日のプログラムには
約 1,000 人が参加し、終了後のアンケートでは回答者
の 87%がこのイベントを毎年開催するべきと答えて
おり、文部科学省では 2010 年にも同名のシンポジウ
ムを開催した（24）。
　「アドヴォカシー」というこの単語が広く定着して
いるとは言えないが、英国と同様に膨大な財政赤字を
抱え、社会教育関連予算も依然として厳しい状況にあ
る日本においてもアドヴォカシーの重要性はますます
高まっており、ソーシャルメディアを利用したアド
ヴォカシーも今後の図書館振興の一つの鍵になってい
くと言えるだろう。
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